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新
年
の
ご
挨
拶

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
ま
す
。

　

農
家
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
平
成
二
十

年
の
新
春
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
ま
し
た
事
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
か
ら
、
農
業
委
員
会
の

諸
業
務
、
事
業
活
動
等
に
対
し
ま
し
て
、
格
別
の

ご
理
解
を
い
た
だ
き
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す

事
に
対
し
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

合
併
新
市
が
誕
生
し
ま
し
て
三
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。
こ
の
近
年
は
、
年
々
厳
し
く
、
難
し
い
世

の
中
へ
と
変
革
を
遂
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
国
の

農
業
政
策
等
に
つ
き
ま
し
て
も
、
農
業
現
場
の
実

情
の
問
題
、
課
題
を
背
景
に
、
農
地
政
策
の
見
直

し
を
は
じ
め
と
し
て
、
農
業
委
員
会
の
必
置
規

制
の
廃
止
等
の
改
革
を
早
急
に
取
り
組
む
、
平
成

二
十
一
年
度
中
に
全
体
改
革
が
ス
タ
ー
ト
で
き
る

よ
う
に
措
置
を
講
じ
る
と
の
、
地
方
分
権
推
進
委

員
会
及
び
地
方
調
査
会
の
議
論
と
な
っ
て
お
り
、

こ
の
内
容
に
対
応
し
て
、
農
業
委
員
会
全
国
系
統

組
織
と
し
て
組
織
検
討
と
意
見
集
約
を
諮
る
事
に

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
農
業
が
抱
え
る
大
半
の
問

題
発
生
の
基
本
的
な
原
因
が
、
収
益
性
の
低
さ
や

所
得
低
下
に
あ
る
こ
と
等
を
し
っ
か
り
踏
ま
え
、

総
合
的
な
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
の
自
然
環
境
の
異
常
気
象
等
に

よ
っ
て
、
今
ま
で
に
な
い
ご
苦
労
を
も
な
さ
っ
て

お
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
存
じ
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
と
し
ま
し
て
も
、
故
郷
松
浦
の
繁

栄
と
地
域
農
村
農
業
の
維
持
継
承
発
展
の
た
め
に

委
員
、
事
務
局
一
同
微
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

　

本
年
が
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
、
素
晴
ら
し
い

一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

農
業
委
員

今
福
地
区

　

太
田　

勝
義　
　

﨑
田　
　

隆

　

田
中　

晴
美　
　

山
本　
　

茂

調
川
地
区

　

井
元　

末
廣　
　

萩
原　
　

茂

　

宮
﨑　

敏
和

志
佐
地
区

　

木
原　

勇
一　
　

久
保
川　

久

　

戸
山　

政
行　
　

松
永　

逸
男

上
志
佐
地
区

　

浦
上　

文
雄　
　

城　

銀
次
郎

　

新
見　
　

久　
　

松
本　

忠
俊

　

村
田　

寛
典

御
厨
地
区

　

岩
木　
　

功　
　

田
中　
　

晉

　

松
田　

守
幸　
　

森　

興
太
郎

　

山
川　

重
晴　
　

吉
元　

政
弘

星
鹿
地
区

　

浦
田
啓
四
郎　
　

川
上　

博
昭

　

田
口　

貴
久　
　

増
山
サ
ヱ
子

鷹
島
地
区

　

大
石　

徹
麻　
　

川
下　
　

實

　

山
内　

重
則　
　

山
本　

鉃
美

　

吉
田　

政
明

福
島
地
区

　

志
水　

堅
治　
　

田
中
サ
ナ
エ

　

田
中　

裕
志　
　

永
田　
　

博

　

前
田　

巌　
　
　

松
本
ト
シ
コ

松浦市農業委員会

会長　木原　勇一

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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年
頭
の
ご
挨
拶

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
平
成

二
十
年
の
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
市
政
各
般
に
わ
た
り
、
皆
様
の
温

か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
新
春
を
迎
え
た
今
、
松
浦
市

の
一
層
の
躍
進
を
期
し
て
ま
い
り
た
い
と
気
持
ち

を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
５
月
か
ら

の
少
雨
、
７
月
の
台
風
４
号
襲
来
、
ま
た
、
梅
雨

明
け
の
記
録
的
な
高
温
に
よ
っ
て
農
作
物
の
生
育

に
影
響
が
出
た
こ
と
に
加
え
、
原
油
価
格
の
高
騰

に
よ
る
経
営
コ
ス
ト
の
上
昇
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る

作
物
被
害
な
ど
、
農
家
の
皆
様
に
と
っ
て
は
大
変

ご
苦
労
の
多
い
一
年
で
は
な
か
っ
た
か
と
存
じ
ま

す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
本
市
に
お
い
て
は
皆
様
の
ご

協
力
を
賜
り
な
が
ら
、
繁
殖
雌
牛
１
，
０
０
０
頭

増
頭
、
農
地
利
用
促
進
事
業
、
国
が
進
め
る
農
地
・

水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
へ
の
取
り
組
み
等
を
進

め
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
担
い
手
農
家
の
育
成
と
経
営
規
模
の
拡
大

と
併
せ
、
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
耕
作
放
棄

地
の
解
消
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
農
地
の
借
り
手
に

対
す
る
助
成
金
事
業
に
つ
い
て
要
綱
の
見
直
し
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
年
も
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
強
力
に
推
進

す
る
と
と
も
に
、
集
落
営
農
の
推
進
、
担
い
手
の

育
成
、
有
害
鳥
獣
対
策
等
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
更
な
る
振
興
を

図
っ
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

就
農
者
の
高
齢
化
や
耕
作
放
棄
地
の
増
加
、
農

業
所
得
の
低
迷
等
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
依

然
と
し
て
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
か
、

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
市
農
政
推
進
に
こ

れ
ま
で
同
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
平
成
二
十
年
が
皆
様
に
と
っ
て
幸
せ

多
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
祈
念
申
し
上

げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

松浦市長

友広　郁洋

子
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「
声
」

　

最
近
の
農
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
極
め
て
厳
し

く
、
大
変
な
時
期
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
農
家

の
高
齢
化
が
進
み
、

後
継
者
不
足
・
少

子
化
の
状
態
が
続

い
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
状
況
の

中
、
原
油
高
に
よ

る
石
油
製
品
の
値

上
げ
に
よ
る
諸
物
価
の
値
上
げ
も
始
ま
っ
て
い
ま

す
。

　

農
産
物
は
、
米
の
価
格
が
、
こ
こ
数
年
下
が
り

続
け
て
い
る
為
、
収
入
増
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

農
家
の
生
活
は
、
食
べ
る
に
は
事
欠
き
ま
せ
ん

が
苦
し
い
限
り
で
す
の
で
、
専
業
農
家
は
少
な
く

な
り
、
兼
業
農
家
が
増
加
し
て
い
る
様
で
す
。

　

高
齢
の
為
、
い
つ
ま
で
農
業
を
続
け
ら
れ
る
か

と
心
配
さ
れ
る
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

暗
い
話
題
が
続
く
農
業
を
『
ど
う
す
れ
ば
明
る

い
兆
し
が
見
え
る
よ
う
に
な
る
の
か
』『
ど
う
す

れ
ば
不
安
が
な
く
な
る
の
か
』
と
考
え
て
も
、
問

題
が
大
き
す
ぎ
て
解
決
方
法
を
探
す
の
も
難
し
い

状
況
で
す
。

　

農
業
委
員
と
し
て
は
、
ま
ず
地
元
か
ら
少
し
で

も
力
に
な
れ
る
様

が
ん
ば
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
農
業

の
明
る
い
話
題
が

少
し
で
も
あ
る
事

を
祈
り
ま
す
。

（
農
業
委
員　

山
本
鉃
美
）

「
厳
し
い
農
業
環
境
に
対
し
て

思
う
事
」

　
　
　
　
　
　

農
業
委
員

山
　
内
　
重
　
則

松
浦
市
農
業
者
年
金

受
給
者
協
議
会
視
察
研
修

　

松
浦
市
農
業
者
年
金
受
給
者
協
議
会
（
会
長
・

松
本　

久
）
で
は
、
平
成
十
九
年
十
一
月
十
五
日

か
ら
十
六
日
ま
で
の
二
日
間
、
大
分
方
面
で
研
修

旅
行
が
行
わ
れ
、
六
十
二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。大分県・宇佐八幡宮にて
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松
浦
市
農
家
後
継
者

結
婚
仲
介
セ
ン
タ
ー
事
業
実
施
中
！

　

平
成
十
九
年
九
月
市
議
会
の
一
般
質
問
の
中

で
、
定
住
人
口
の
増
大
策
と
い
う
内
容
の
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

　

農
業
・
漁
業
・
商
業
の
後
継
者
は
結
婚
が
難
し

い
現
状
で
あ
り
、
こ
の
ま
ま
だ
と
農
業
・
漁
業
・

商
業
の
継
続
が
で
き
な
く
な
り
、
そ
れ
が
現
在
言

わ
れ
て
い
る
少
子
化
の
原
因
に
も
繋
が
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
男
女
の
出
会
い
の

場
を
提
供
す
る
事
業
を
市
で
行
っ
て
い
な
い
か
と

い
う
内
容
で
し
た
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、農
家
後
継
者
に
対
し
て
『
松

浦
市
農
家
後
継
者
結
婚
仲
介
セ
ン
タ
ー
事
業
』
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
農
家
後
継
者
の
結
婚
難
を
解
消

す
る
た
め
、
結
婚
の
仲
介
を
希
望
す
る
後
継
者
を

対
象
に
、
地
元
農
業
委
員
が
相
談
員
と
な
っ
て
結

婚
成
立
ま
で
の
仲
介
を
行
う
事
業
で
す
。

　

結
婚
仲
介
を
希
望
さ
れ
る
後
継
者
の
方
は
、
お

気
軽
に
、
地
元
農
業
委
員
及
び
農
業
委
員
会
事
務

局
又
は
福
島
・
鷹
島
各
分
室
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

　

ま
た
、
長
崎
県
と
長
崎
県
青
年
団
連
合
会
が
共

同
で
男
女
の
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
「
な
が
さ

き
め
ぐ
り
あ
い
事
業
」
も
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
、
長
崎
県
青
年
連
合
会
に
お
尋
ね

下
さ
い
。

ながさきめぐりあい事務局

〒 850－ 0025

　長崎市今博多町 12番

　　長崎県青年団連合会内

　　℡ 095－ 818－ 6545

ながさきめぐりあい事業ホームページ

http://meguriai-nagasaki.jp/

松浦市農家後継者結婚仲介センター事業の流れ松浦市農家後継者結婚仲介センター事業の流れ

農
業
委
員
会
よ
り
記
念
品
料
贈
呈

農
業
委
員
会
の
農
家
後
継
者

仲
介
台
帳
に
登
録

結
婚
成
立

結
婚
成
立

相
談
員
に
よ
る

結
婚
相
談
活
動

結
婚
成
立
の
確
認

相談員より婚約成立

報告書が事務局へ提出
仲介を依頼した場合

仲介なしの場合
本人による事務局

への申し出

ながさきめぐりあい事業のしくみながさきめぐりあい事業のしくみ

結婚希望の男女
＝めぐりあい隊

めぐりあい応援隊
（めぐりあいの場となる
イベントを企画・
実施する企業・
店舗・NPO等）

ながさき
めぐりあい事務局
（イベント情報を集約）

メルマガ登録
申込み

イベント
情報配信

イベント情報

イベント申込み・参加
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去
る
平
成
十
九
年
八
月
二
九
日
（
水
）、
松
浦

市
文
化
会
館
に
お
い
て
、
平
成
十
九
年
度
長
崎
県

農
業
会
議
県
北
支
部
農
業
委
員
研
修
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
に
先
立
っ
て
、
農
業
委
員
の
勤
続
表
彰

が
行
わ
れ
永
田

博
委
員
が
勤
続

二
十
年
、
前
田

巌
委
員
と
吉
田

政
明
委
員
が
勤

続
八
年
の
表
彰

を
受
け
ら
れ
ま

し
た
。

二十年表彰を受ける永田委員

農業委員勤続表彰
長崎県農業会議県北支部

松浦市農業委員３名表彰！

前田　巌 委員 吉田政明 委員 永田　博 委員

『
農
業
者
年
金
』
で

ゆ
と
り
あ
る
老
後
を
！

　

新
年
金
は
『
農
業
者
だ
け
』
が
加
入
で
き
る
農

業
者
年
金
で
す
。

　

年
金
は
「
湧
き
水
」
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

　

ま
わ
り
の
人
が
年
金
を
も
ら
っ
て
い
る
の
に
、

自
分
が
も
ら
え
な
い
で
後
悔
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
Ｊ
Ａ
か
農
業
委
員
会
事
務
局
ま

で
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
加
入
手
続
き
は
Ｊ
Ａ
の
各
支
店
で
行
っ

て
お
り
ま
す
。

５
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①�

新
制
度
の
年
金
は
、「
積
立
方
式
」
の
長
期

的
に
安
定
し
た
年
金
制
度
で
す
。

②�

国
か
ら
の
保
険
料
助
成
が
あ
る
唯
一
の
政

策
年
金
で
す
。

③�
八
十
歳
ま
で
の
保
証
が
付
い
た
終
身
年
金

で
す
。

④�

将
来
の
老
後
の
設
計
に
合
わ
せ
、
自
由
に

選
択
で
き
る
保
険
料
で
す
。

⑤�

税
制
面
で
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
措
置
が
あ
り

ま
す
。（
節
税
効
果
有
）

　

許
可
な
く
農
地
を
転
用
す
る
行
為
は

農
地
法
違
反
で
、
厳
し
い
罰
則
が
与
え

ら
れ
ま
す
。

　

農
地
等
の
権
利
取
得
の
効
力
を
生
じ

な
い
だ
け
で
な
く
、
県
知
事
は
工
事
の

中
止
、
原
状
回
復
を
命
ず
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
違
反
し
た
場
合
は
、
三
年

以
下
の
懲
役
ま
た
は
三
百
万
円
以
下
の

罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

農地パトロール風景

やめよう！農地の無断転用
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相続税・贈与税における
『相続時精算課税制度』

　

通
常
、
財
産
を
贈
与
す
る
と

贈
与
税
が
か
か
り
ま
す
。
し
た

が
っ
て
農
地
を
後
継
者
へ
譲
ろ

う
と
さ
れ
る
場
合
も
税
の
こ
と

が
気
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
十
五
年
か
ら
「
相
続
時

精
算
課
税
制
度
」
が
新
設
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
簡

単
に
い
う
と
贈
与
時
に
は

二
五
〇
〇
万
円
ま
で
を
特
別
控

除
額
と
し
て
課
税
し
な
い
で
、

相
続
時
に
贈
与
分
に
つ
い
て
も

ま
と
め
て
精
算
し
て
課
税
す
る

も
の
で
す
。
相
続
税
は
五
千
万

円
＋
一
千
万
円
×
法
定
相
続
人

数
ま
で
基
礎
控
除
が
あ
り
ま
す

の
で
、
結
果
的
に
相
続
時
精
算

課
税
制
度
を
利
用
す
る
と
贈
与

税
が
か
か
ら
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
農
業
委
員
会

事
務
局
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

農
地
を
後
継
者
に
贈
与
す
る
場
合
の

贈
与
税
に
つ
い
て

相続時精算課税制度のあらまし
　平成15年１月１日以降に財産の贈与を受けた人は、次の場合に、財産の贈与をした人ごとに相
続時精算課税制度を選択することができます。
　・財産を贈与した人（贈与者）が65歳以上の親であること。
　・財産の贈与を受けた人（受贈者）が20歳以上の子であること。
《例》
　◎夫婦と子１人の家族で、贈与者（夫）の財産が7,000万円あったとします。
　・１回目の贈与　2,000万円
　　　　特別控除額2,500万円の範囲内ですので贈与税はかかりません。
　・２回目の贈与　1,500万円
　　　�　贈与額は合計で3,500万円となり、特別控除額2,500万円のワクを1,000万円超えてしま

います。
　　※ この1,000万円に対して、一律20％の税金がかかることになります。したがいまして、

贈与税額200万円が確定することになります。

　◎この状態で相続をむかえたとします。
　�　子への贈与財産はすでに3,500万円で確定していますので、残った財産の相続税評価額にこ
の3,500万円がプラスされます。

　�　財産の増減がそれほどなかったとした場合、残った財産の価額も3,500万円であり、相続時
の財産評価額は7,000万円となります。

　　これを基に相続税を計算すると、
　　�　相続税には基礎控除があり5,000万円プラス法定相続人の数×1,000万円が控除できます
ので、この場合は7,000万円までが控除できることになります。

　　�　この例の場合、財産評価額が7,000万円ですので、基礎控除額のワク内にありますので、
相続税はかからないということになります。

　　�　したがって、２回目の贈与の時点で支払った贈与税200万円は還付されることになります。
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ガ
ン
バ
ル

ま
つ
う
ら
農
業

《
表
紙
の
紹
介
》

　

四
年
前
に
脱
サ
ラ
を
し
、「
い
つ
か
は
夫
婦

揃
っ
て
農
業
を
」
の
想
い
で
、
ハ
ウ
ス
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
現
在
は
、
一
五
〇
㌃
の
水
田
に
種
子
籾
を

作
り
つ
つ
、
県
北
地
区
担
い
手
研
修
生
と
し
て

二
年
目
で
す
。

　

一
年
目
は
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
で
あ
る
田
平
町
の
先
輩
の
下
で
、
ハ
ウ
ス

建
設
、
土
壌
作
り
、
植
付
け
、
収
穫
と
栽
培
管

理
全
般
を
学
び
ま
し
た
。

　

二
年
目
に
な
り
、
堆
肥
を
入
れ
、
深
耕
を
行

い
、夏
の
盛
り
に
ハ
ウ
ス
建
設
を
行
い
ま
し
た
。

床
の
表
面
に
は
、
石
も
多
く
出
て
、
除
去
に
は

苦
労
し
ま
し
た
が
、
や
っ
と
植
付
け
ま
で
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
き
な
夢
と
不
安
を
抱
き
な
が
ら
の
私
達
夫

婦
の
農
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

今
は
亡
き
義
父
が
語
っ
た
言
葉

　
『
上
ば
っ
か
り
見
て
歩
く
な
。
穴
に
か
っ
か

え
る
ぞ
。
前
ば
見
て
歩
け
。』

　

そ
の
言
葉
が
、今
と
な
っ
て
身
に
沁
み
ま
す
。

大
き
な
夢
も
大
事
で
す
が
、
日
々
を
着
実
に
進

ん
で
行
き
た
い
。
管
理
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
私
達
は
、
ま
だ
未
熟
で
す
の
で
、

部
会
の
皆
様
等
の
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

（
農
業
委
員　

井
元
末
廣
）

　

全
国
農
業
新
聞
は
、
全
国
の
農
業
者
に
愛

読
さ
れ
る
農
業
総
合
専
門
誌
で
、
月
四
回
の

毎
週
金
曜
日
に
、
農
業
者
に
的
確
な
情
報
提

供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
農
業
経
営
の
参
考
に
、
ま
だ
読
ん

だ
こ
と
の
な
い
方
は
、
読
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　

購
読
料
は
、
月
六
百
円
で
す
。

　

お
申
し
込
み
は
、
地
元
農
業
委
員
ま
た
は

農
業
委
員
会
事
務
局
に
お
願
い
し
ま
す
。

電
話�

七
二—

一
一
一
一
（
内
線�

二
三
二
）

農
業
経
営
の
参
考
に
！

全
国
農
業
新
聞
を
読
み
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
二
十
年
も
明
け
て
早
一
ヶ
月
。

　

こ
こ
数
年
は
、
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
や

異
常
気
象
と
、
暗
い
話
題
ば
か
り
だ
っ
た
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。

　

干
支
の
始
ま
り
の
子
年
は
、
明
る
い
話
題

が
続
く
始
ま
り
で
も
あ
っ
て
欲
し
い
も
の
で

す
。

　

農
業
委
員
会
だ
よ
り
も
、
ま
す
ま
す
農
家

の
皆
様
に
親
し
ま
れ
、
お
役
に
立
て
る
記
事

を
考
え
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。�

（
編
集
委
員
一
同
）

編
集
後
記


